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1。第6 回研究発表会のプログラムと会場案内

本年度の研究発表会(年会)は、来る 11月25日(木)と 26日(金)の 2日問、東京都内

で開催することとなりました。共通テーマは「りスク対話とりスクの説明と同意」です。

各種のりスクに関する情報が、発信者と受信者との間に平等に配分されていないとき、深

刻な事態がいろいろ発生します。このとき、必要とされる情報の往復作業のありか九を多

角的に考えてみ九いと思います。

(D 日時:1993年11月25日(木)および26日(金)

(2)場所:安田火災海上本社ビル、 2 階講堂

(〒 160 東京都新宿区西新宿 1-26-1 新宿駅西口高層ビル方面徒歩 5分

TEL.03-3349-33H、加藤和彦理事気付(テクノサービス室))

(3)参加費:4,000 (会員)、 5,000 (一般)、 3,000 (学生)(講演論文集、会場費を含む)
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(りプログラム

11月25日(木)

9:30- 11:30 企画セッシ"ン 1 (りスク・コミュニケーシ"ンと意思決定)

司会内山巖(国立公衆衛生院)
D 化学品安全管理の九めのりスク・コミュニケーション

0関沢純、大竹千代子(国立衛生試験所)、

大島輝夫(イヒ学品安全管理研究所)、

後藤京子(日本中毒情報センター)

2)神奈川県における化学物質環境安全対策と情報提供

0松本徹(神奈川県環境部)、

吉見洋、岡敬一(神奈川県環境科学センター)
3)消費者の安全の九めに製造者に求められる商品情報

松子(国民生活センター)ワン

4)りスク・コミュニケーションにおける消費者の役割

神山美智子(東京弁護士会)

特別講演 司会 酒井泰弘(筑波大学社会科学系)
安全と危険』

末石冨太郎く初代会長、京都精華大学)

自然科学と人文・社会科学、学術属性からみ九りスク学、りスク学の重要性などの問題
にっいて、大気汚染、環境中の有毒物質、核廃棄物処理、等を題材として、学際的立場か
らりスク管理につい一般的な講演をしていただきます。

13:00- 14:00

『りスク学の課題

シンポジウム14:10- 16:30

「りスク対話とりスクの説明と同意(インフォームド・コンセント)」

司会三浦卓(国立環境研究所)
D 環境問題におけるりスク・コミュニケーシ,ン

中村正久(滋賀県琵琶湖研究所)
2)事業者と住民のりスク・コミュニケーション

山中芳朗(電力中央研究所)

3)診療放射線技師教育におけるりスク・コミュニケーシ,ン教育
岩波茂(北里大学医学部)

4)医師と患者のりスク・コ ユニケーション

箕輪良行(自治医科大学大宮医療センター)

懇親会(場所:3 9 階第 5 会議室、会費 3、000円予定)17:00- 19:00
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11月26日(金)

9:30- 11:30

司会関沢純(国立衛生試験所)

D 放射線りスク評価の九めの動物実験における統計的モデルの適用にっいて
緒方裕光(国立公衆衛生院)

2)一般人の量・反応関数の認知について
中谷内一也(関西女子学院短期大学)

3)日本とフランスにおける放射線りスクに対する認、識の差
斉藤節子(放射線疫学調査センター)

草問朋子(東京大学医学部)

4)医療従事者のHⅣ感染者・エイズ患者に対する意識と診療枇造一全国調査結果の分析
広瀬弘忠<中村仁美、中敏菜穂子、宮川稜子、

杉浦祐子、高梨靖恵(東京女子大学文理学部)

企画セッシ"ン2 (りスク・マネジメントと保険)12:30- 14:00

司会加藤和彦(安田火災海上保険)

D 製造物責任りスクと保険(仮)
朝見行弘(福岡大学法学部)

2)企業経営とりスク・マネジメント

森宮康伊月冶大学法学部)

3)危機管理におけるりスク・コミニニケ ション

首藤信彦(東海大学政治経済学部)

企画セッシ,ン 3 (環境監査:製造者と消賓者のりスク・コミュニケ14:00- 16:00

ション)

司会天野博正(電力中央研究所)

D 環境監査の考え方およびその動向
矢部浩祥(中央大学商学部)

池田三郎(筑波大学社会工学系)2)環境アカウンティンク

3)公害防止管理から環境監査ヘ

(株))木暮和美(日本エヌ ・エス.ユ.

4)りスク情報の提供にかかわる制度的枠組みにっいて
浅見政江(慶応義塾大学大学院)

スクスク評価とション
=
、リ」 リ(1



2。りスク研究学会誌第5 巻第 1 号(特別号)及び 2 号(予定)の目次

リスク学事典編集委員会による特別号「りスク学のアプローチ」を第 5 巻第 1 号として

9月2 7日に発行し、会員の皆様に無料にて発送しまし九。未着の会員の方は事務局まで

ご連絡下さい。

本年も例年通りの研究発表会(年会)の論文を中心とした第 5 巻第2 号を年度内に発行

する予定です。その目次く予定)を以下にお知らせい九します。

ノ

日二葬丈りスク 1ヲ干ヂ己会才女ξ会さ言志、

第5巻第2号(1993年12月)

【解説論文】

環境・生態系りスク研究の課題とアプローチ

一第6回春期講演シンポジウムのま

特別講演「環境・生態系りスクと文化」

ノぐネル言、ミ兪・

【寄稿論文】

クライテリ

目

チェルノブイリ原子力発電所事故の健康影響に関する

セシウムー137による内部被爆の実態とのギャ

医療場面におけるりスク ユニケーション・

環境りスク研究におけるモデルの役割・

アスベスト対策におけるりスクインデックス・

つくば市における揮発性有機塩素化合物の暴露量評価

次

アドキュメントによる化学物質のりスクコミュニケーション

・関沢純・大竹千代子・

楊学伸

日本人公衆の認識と

"プ・・内山正史・小林定喜

・吉川肇子.コ

・森澤眞輔・井上頼輝

・Ξ寺:・復訂γ孚・「哥月1広・

酒井伸一

・相馬悠子・白石寛明・

三浦卓・田中敦・

森田昌敏

・、・村越稔弘

コのフェイル・セイフデザイン・小林正美

(予定)

リスク・コミュニケーション研究のもうひとつの課題・

安全工学から見九りスク学・

とめー・

企業経営における危機の分析

地震危険都市サンフランシス

【研究論文】

(2 ~ 3 件校閲中)

【研究短信】

浅見政江

中村林二郎

中村正久・草問朋子・他

土屋健三郎

横山榮二・木下冨雄・

松井三郎・中杉修身



3。

3.1

亊務局だより

「日本りスク研究学会賞」創設のお知らせと基金募集のお願い

拝啓、会員の皆様には、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

日本りスク研究学会も、1986年の創立以来、毎年1回の春期講演会および研究発表会

を行い、学会誌を年1 回発行、日本学術会議に加盟申請をするなど、りスク学の発展の為

に着実に歩んでまいりました。本年度は年1 回の学会誌発行に加えて、会員諸氏およびり

スク学事典編集委員の努力により、学会誌特別号(第 5 巻第 1 号)として、「りスク学の

アプローチ」が完成し、お手元にお届けすることができることになりましナこ。りスク学を

学び、研究する者にとって有益なものであると確信しております。

これを機会に学会では、さらに学会発表、論文の投稿を奨励し、りスク研究の発展を促

すために「日本りスク研究学会賞」を創設することを決定し,目下,理事会で選考方法の
細部を検討しているところです。

つきましては、学会賞の運営の九めの基金を創設.し九く,会員諸氏による募金をお願い

する次第です。優れ九研究を生み出すために,会員が互いに浄財を持ち寄り,これを原資

に運営しょうという趣旨であります。何かと物いりの時期で,誠に恐縮ですが,学会賞基
金創設の意義をご高察の上、是非ご協力下さるようお願い申し上げます。

学会賞:論文賞(本学会誌上に発表され九優秀な論文を対象とする)

奨励賞(本学会での研究発表における発想、方法論,事例等の優れた研究報告
を対象とする)

学会賞基金募金目標額:200万円

募金10 1000

(正会員:3 - 5 口程度、賛助会員:5 0 - 1 0 0 口程度を目標)

募金期間 平成5年10月~平成6年9月

(同封の振替用紙を御利用下さい)

担当役員 :総務担当理事内山巌雄(国立公衆衞生院)

日本

会長

リスク研究学会

木下冨雄

日本りスク研究学会賞(案)の概要

3.2年会費(19 9 3年度)納入のお願い

19 8 9.年度より年会賓は下記のように据置いてがんぱっています。会賓の納入率は現
在のところ約7 0 %です。会費収入の大部分は学会誌・ スレターの発行、送料に充当ーー^

しますので早期納入をお願い致します。

正会員: 円4、 000

準会員: 円2、 500

賛助会員: 3 0 、 0 0 0円

送付先:(郵便振替口座番号)宇都宮一 3 - 119 6 4

(銀行口座)常陽銀行研究学園都市支店普通口座6 814 236

日本りスク研究学会

〒305 つくぱ市天王台1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室気付

敬具



3.3日本学術会議学術団体ヘの登録

かねてより木下冨雄会長、事務局(総務担当内山巌雄理事)が進めてきまし九日本学術

会議ヘの学術団体としての登録が、この九び正式に認められました。

所属は第 1部・行動科学研究連絡委員会です。この主九る理由は、当学会の現在の構成

員数(3 0 0 名弱)では、第 5 部(工学)、第 7 部(医学)など理工系に所属するには学

術団体のとしての要件(5 00 名以上等)が過大であり、登録がすぐには困難であり、当
面は「りスク学」の学際的な性格の現状からみて、第 1 部行動科学ヘの登録申請をするの

は適切な策であると判断し九九めです。

日本学術会議の登録団体となることにより、会員選挙、学術研究連絡ヘの公式の参加な

どさまざまな便宜や情報を得ることができることになります。

3.4 リスク関速の学会・会議のお知らせ

第9回環境工学述合誹演会

主催:日本学術会議環境工学研究迎絡委員会

共依:土木学会ほか24学協会

1.開催期日:1 9 9 4年1月1 8日(火)~ 1 9日(水)

2.会場:日本学術会議誥堂(東京都港区六木木7丁目22-34 電話03-34船一629D

地下鉄・千代田線「乃木坂駅」下車.青山霊園出口を出てすぐそぱ.

3.参加豊:無料.ただし講演会論文染(定価約 3.000円)を会場にて販売します.

4.参加中込み:はがきに所属学協会,動務先.同所在地.氏名を記入のうえ,1994年

1月10日(月)までに下記幹事学会あてお申込み下さい.

〒160 乘京都新宿区四谷1丁目無番地

(社)土木学会「第9回環境工学迎合講演会」係

T乱.03-3355-3441. FAX.03-5379-0125

第 1日:1月1 8日(火)

9:00~9:10 開会挨拶

松本順一郎(環境工学研迎委員長/日本大学)

9:10~10:55 講演・討論「都市の多自然型技術」

座長永見康二((財)日木環境衛生センター)

(D 河川における人工と自然

石川忠哨(土木学会/東京工業大学)

(2)都市域における緑の役割

戸塚紕(大気汚染研究協会/東京農工大学)

(3)建物の緑化とその効果

梅干野晃(空気調和・衛生工学会/東京工業大学)

H :05~12:15 講演・討論「高密度社会を支える技術(1)」

座長二瓶好正(東京大学)

(4)高密度社会におけるエネルギー有効利用

一産業系と生活系のインテグレーションー

地山秀雄(化学工学会/東京農工大学)

(5)プラスチック材料とその再生利用技術

西郷和彦 qヒ学会/束京大学)

13:20~14:20 「特別講演(1)」

座長杉島和三郎(菱臼エンジニアリング)

高密度社会の人問と機械

土屋喜一(機械学会/早稲田大学)

14:30~16:55 誥演・討論「自然利用技術の展開」

座長鈴木莚之(東京大学) 14:30~15;40

(6)太陽エネルギー利用技術の高密度社会ヘの適用

谷辰夫(太陽エネルギー学会/東京理科大学)

5.プログラム

統ーテーマ「高密度社会の自然と技術」

総合司会:大垣眞一郎(束京大学)

第2日:1月!0日Uk)

9:00~10:45 講演・討論「高密度社会のソフト技術」
座長中島康孝(工学院大学)

(1の繁茂の風土の商密度社会とライフスタイル

焼谷登(廸築学会/北海適大学)

(フ)地熱エネルギーと地球環境問題

宇佐美毅(資源・素材学会/資源環境総研)

座長村山紛男(機械電子検査検定協会) 15:45~16:55

(8)環境にやさしい新素材ポリオレフィンコート肥料とその活用

庄司貞雄(土壌肥料学会/東北大学)

(9)露天採掘Ⅲ業における環境管理

阿部徳之助(資源・素材学会/武甲鉱業)

17:15~懇親会(会場未定)

(1D高密度社会における健康りスクに対する考え方
草問朋子(りスク学会/東京大学)

U2)空問の男1鎖仙と解放性

乾正雄(建築学会/束京工業大学)

10:聞~12:05 講演・討論「高密度社会を支える技術(2)」
座長松尾友矩(東京大学)

(!3)下水の高度処理技術の展望

宗宮功(水環境学会/京都大学)
(14)都市ごみの真空愉送

一脆浜市における都市ごみの管路収集の実体にっいてー
多賀龍二(廃棄物学会/枇浜市)

13:00~14:00 特"リ1倖演(2)

座長松井三郎(京都大学)

都市化とエネルギー・環境

林良嗣(土木学会/名古屋大学)

14:10~17:10 パネル討論「高密度都市のための新しい試み」

座長内藤正明(国立環境工学研究所)・大垣眞一郎(東京大学)
P・1 リサイクル環境

中杉修身(廃粟物学会/国立環境研)
P・2 地下躯体の再利用

小川鉱宏(土質工学会/清水建設)
P・3 都市の工才、ルギー管理

若谷佳史(土木学会/電力中研)
P・4 自然と調和した建築・街づくり

松縄堅(空気調和・衛生工学会/日建設計)
P・5 水辺の環境管理

古橋紀美一(フk環境学会/東京都)
17:10~17:20 閉会挨拶

明畠高司(学術会議会員/東京理科大学)
6



束京大学先端不小学技術研究センターの竹内啓を代表者とし、_1 ..
にょる、

局炭技'術社会をテーマとしたシン淡ジウム。科学の最先゛'ー、._般向1 こ
かりゃサくかみくだいた講演、パネルディスカ フシ曹ンです。

馴紋暖纈の排"鯆眺廊%膨、

第8回「大学と利学」公開シンポジウム

日時:平成6年1打29揃 (土)~30昌(日) 10:50~18:00
客場:有楽吻朝ロホール(東京都千代田区有楽町2_5_ 1有楽m」マリオソ 1 1 F)
参加費:無料(令席臼}1.岬)

主催:第8回「火学と科学」

01目目一1月29Π(士)

挨拶(10:50~H :00)第8 回「六学と利学」公聞シンポヅウム紲織
総括引演{11:00~12:5の竹内啓 鵜野公郎

高度技術化に伴う環境変容IU4:00~16:0の湯本昌 吉岡斉 児玉文雄

高度技術化に伴う環境変容Π(玲:20~18:0の佐久問章行 宮台真司

02日艮一1打30以(臼)

特別講演〔10:00~11巧の

バネル'寸論「環境と経済」

綿秡邦彦阿部剣治

公開シンポジウム組織委員会

申込方法:はがきに

RISK hぞH.SI゛11ぞr. Third

中込・問合先:

An iⅡIcmoliona11y rcnowned an、
Ihrop010冬isl. Mary T. DOU010S.、viⅡ
recclvC 11】e fiTSI SRA"Europe DisTi」1、
容11iS11Cd AC111C、,cmcn1 <、vard.

11】C E工Cculivc commi11ec of 【hc
Socicly for Risk An:11ysig、Europc cs.
Iab11Shed lhe aWⅡ「d lo honor profes_
Sionals in Europc who havc mnde oul、
Slanding scienlific contribulions 【o t11e
ncld of risk analysis

DOU冬las. who wos bom in ltoly
and now residcs in En810nd. hns bcen
C110scn lo 『cccivc t11e award in rccooni_
110n of her rcsearch on 11azard mana冬e、
mcnt and on cultural perspeC11VCS.

An anthrop010gist and proreS50「
C1ηC『ilus. DOUElas co・aⅡU】orcd lhc book

①セ"シ0 ン名「現代文明」②参加白時③住所、
⑤職業(勤務先)を明記のうえお申込ください。

〒107 東京都港区赤坂7-6-55-401

「現代文明」事務局

TEL.03-3588-8641

村上陽一郎古川俊之

(13:00~17:0の

森敏河宮信郎

Qunrtcr 1993

SRA、Europe Establishes Avvard
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吉岡完治

" Rlsk and cul【ure: An Essay on 111C
Sclcclion of TCC11nic'11 nnd Environ_
mcnlal DanEers" iΠ 1982 、vith Aor。n
、vildavsky.1Π 1992, she published
"Risk and Blame; Essays in cU1山「n】
111e01γ." The ideas she prescnιed in [he
託「Sl volumc arc said lo havc " sladlcd
Ihe nelds of lechn010冬Ical hazard man_
agement.且nd those ln hcrsecond v01_
Ⅱmc nrc snld l01]avc " offcrcd lhc com.
munHlcs of risk profcssi0口als an un_

S月A、Europe HoldS 4th conference
T11C socicly for Risk An;11ysis・Europc wiⅡ hold ils f。urlh ann al r .

C11Cc on oclobc「 18・20 in R0↓】】e,11aly.

Unilds pes.CΠ1いesociely'scouncilinlhe
Xperiet】ce in sarcTy Analysis and Risk Mana8C111ent: 10 Ycar Af l

Sevcso Directive."

To registcr fo『 111e confcrcncc, contact
Pa010 VC51扣Cci
N.1.E.R

Via s. slcfan0 16

40125 B010gna,11aly
TelcP110ne:3951 239 728
Fax:39 51 227 824

松岡秀雄

電話④氏名

ルーム2内

Usual bu【 1】cw pcrspcct八,C O" ulcir
Crof【5," 5aid pic【er Jnn sln11Cn, fon11Cr

SRA・Europe prcsideΠ1.
It has bccn wri11en lh且「" plofessor

DOUElas' insi且hlS 11rc l0ⅡChing groulKI
i11 Ule community of risk nnnlys【s nnd
reEula【ors lryin冬【o comc l08rips wilh
Ihc hnzards of lcC11n010gicnl dcvel01]_
nlC11【ι111d C口ν1「0口mC11【:11 dcgr'Kla110n.
Yct hcr i(1Cns nre vcry prac【ica1 1n a

9

Eulopc d]al hnS 且 Conlmon nlarkc【 but
a{ 1he sanle limc is bec01れin8 more
CUI【umⅡy diverse," S【a11eΠ 5ai({. DOU.
glas'1alcsl book is "objeclS 副】d objcc、
Ii0貼," publiS11Cd in 1993.

1110clobc『, Douglas W1Ⅱ Spcak on
" CUI【ur{11 Pcrspeclivcs on Ri$k pcrcep_
Iion Rcscnlch" n1 山C SR<.EU『OPC CO」】.
rcrcncC 川 Romc,11aly, W11CI・C S11C wiⅡ
rccclvc lhC ιIWιlrd
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111e society for Risk An且lysis wi11
Prescnt a record eight topic arens aT ils
1993 Annual Meeting on December 6・
9 in savannah, Georgia. The lopic ar・
eas and 小e names ofthe people helping
Organize them and lheirlelephone num、
bers are as f0110WS

' DOSι・Respo/1Sぞ Assesshle/U, Bob
Heles.(919) 541-5995. nnd Annic

Jarabek,(919) 541-4847
'εC010gicalRιSk ASSι,SSI?1eノリ, Larry

Bamthouse.(615) 574-7393
'εn宮1'neel'hlg, S捻nley Levinson,

(804) 385-2768

'ΞλPO$1イ1'e AssesS刀1ぞ1リ, Bob Fnres,
(703) 642-6863

.610bal aπd E/11,h'on功eJリal Risk,
JUSTin Lnncaster,(617) 432-3330

' ResNlal01'), policy a11d Deciぶio/1
Uakhlg, Deborah Amaral,四19) 966、
6691

' Risk C11al'nclel'iznh'0/1, Bob Hetes,

四19) 541-5995
. Risk cohl"11Ulicali011, virginia

Sublet,(513) 321-6704

AU小ors hιIve subml{1ed ncarly 300
abstracts to annual meeting organizers,
Said Bob Hetes, who is co、chair of the
SRA Tedlnical program commiltee
along W1小 Deborah Amaral nnd <nnic
Jarabek." The quality of lhe abslmcls
Was vcry 80od, but given thc large num・
ber ofabslracls received, n011{110f lhcm

Could be accepted."

Awards opened

111is year for the first time the so・
Ciety is intToducing awards for 小e best
Poster presenration and for best studen{
Papers, both of whjch W迦 be based on
Scientific Hgor, creativity, and the ad・
Vancement ofrisk assessment. The sRA

member 、vho receives the poster award
W遡 recelve achlowledgment wilh an
inscribed plaque and nn announcement
in 11】e newsletter. A、vard・、uinning slu、
dents wi11 receive $50o each to defray
travel expenses lo thc annual meeting

16 Special sessions planned

The annual meeting program in・
CludeS 16 Special sessions this year
determinin8 the impact of haznrdous
Waste sites on human health; electro・

SRA Expands Annual Meeting

In search ofthe perfect poster

At last yenr's nnnual meeling,小e posler sessions genemled bolh positive
nnd negι11ive con〕mcnls from 訊ⅡCndccs, who mised conccrns about lhc slruc、
ture of the poster sessions and about 小e fonnal of indiYidual pos{ers.

" poster sessions have a place at sRA meelings, bul ensuring 【heir success
requires limiting poslers to materla1 11Pproprin【c for lhis formal、 enforcing
guidancc to postcr dcsign rulcs、 nnd slrucluring lhc scssK)ns ror nlaxinlum
Value," comnlented sRA 111embcr RUSSC11 Mnlcolm,圦・ho is thc lec}mical

Program coordinator for biomιlrkcrS ι11 ⅡIC U.S. EnYlronme"1al prolcclion
Agency's office of Research and Dcvelopmen{

Mnlcolm pointed to the society ofToxic010gy's struC1山'e ofposlersessions
ns a good example." postel's devoled to a single topic nre grouped in one room
and vic、ved for a specified perlod of lime, and the presenters are on hnnd for
informal discussions. Then 小at is f0110、ved by a discussion session, with
Vie、vers and presenters convening under the direclion ofa session chairperson."

To help sRA members aS 壮】ey prepare for {his year's annual meeling,
RISK πe1νSle11el' has puttogether a list o{ top lo tips for poster presenters from
Various sources, including Alan singleton's book "poster sessions: A Guide
to Their use at Meetings and conferences," published by Elsevier lntema、
tional BU11eli帖 in oxford, Englan(1

1. clearly labelt11e poster's sequence. clearly labelthe sequence of
Iexl and graphics on your poster, using numbcrs or arro、VS." Rcmember that
小e viewer mny h11Vc just comc from n poslcr arrangcd cn6rely differC11Ⅱy,"
Singleton 、vrites. Keep lhe poster simple and clear, even ifdle topic is complex.

イC01Ⅱh11ιeι10π Pa工e ノノ.ノ

RISK 11eH,sle11er, Third Quarter 1993

m11gnclic ficld risks (inclu(1Cs two scs・
Sions: risk communica110n and rcgula・
10ry policy); EPA risk comnwnication
roundlable; fundamcnlnl aspects ofrisk
assessment; gender differences in risk
11Ssessme111; geos【ntislics (1e111111ivc);
global and environmental hea1Ⅱ1; 10W
dose e丘ects eSⅡmated by epidemi010gi・
Cal v. extrapolation methods (tentaⅡYe)ン
10、v dose modeling for noncarcirlogcns
(tentative); probabilistic methods in risk
assessment; risk assessment melhods
for microbial contaminants in food nnd

Water; risk managementin coaslal and
estunrine systems; successcs ;1nd faH-
UI'es in slting noxious facilities; use of
bi010glcal mιlrkers in exposure・dose・
response assessmen【; nnd worlh of scl・
ence

イC011h'n1ιed oJl page 9.)

"Mclhod010gics ror comPιlr111ive Risk
Assessmenl." T11C 、uorkshop's sevcn・
membcr pnncl wi11 Cover 111e quanlita・
ⅡνC and scicnlinc rigor necded lo evalu、
nte different types of risks nnd risk
Ir11dc・orfs. The len1111ivc program in・
Cludes topics such as comparing risks
from chemical substi【U{ion, chemical

V. bi010gical, chemical v. radi010gical,
and cancer v. noncancer risks

" Attendees should note tha【【11js

Workshop is nol nboutthe comparative
risk efforts conducted by statc and local
govcrnments,圦,hiC11 alt引11Pt to rank
Overn11 existing environnlenlal risks,"
Hetes said." Ralher it wiⅡ focus on t11e

quanⅡtaⅡVe methods used to evaluate
risk lrade・offs."

Workshop planned

AS Ⅱ did last year, SRA also W山
110st a special workshop on the Friday
Preceding the annual meeting. This
year's workshop on December3 istitled

8

Rlsk Management Group to Meet

For 小Ose inleres【ed in f0Πれing a
risk management specia11y gr飢IP, the
{edmicalprogram commiⅡeehassched・
Uled a meeting at 5:30 P.m. Monday,
December 6

二
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that regulalory agencies justify annual
budget and proEram plans in 小C con・
text of explicit long・term regulalory
goals. Fudh巳Πnore, conE『ess S110uld
Work moreclosely wilh federal and stale
regula{ory ofncials and experts in non.
冬Ovemmenlal or8anizations lo devise
realistic re8Ulalory goals and dead11nes
for meetinE 111em

Con8「ess and the agencies have
1「aditiona11y been readivc rather 廿lan
Proaclive in addrcssing environm引11111,
hea1小, and safety risks.Ⅵle encourage
Congress and the president lo lake a
10nger、ran冬e vie、v in devising broad
Policy mandates and to give regulalory
aEencies more freedom lo condud in.
temal strate8ic planrling exercises

Strengnlen Llnk Bet、Ψeen Re.
Scarch and l'0】icy Declsions. Rcgula、
tory agencies should enhance lhei「10ng・
range plannin8 Capabilities by strength・
ening the linkages bet圦,een research
and regulatory policy・making efforts
and by underlaking policy planning
exercises in the context of relative risk

analyses.

Reduce RⅡle・Making ossinca.
tion. ReEulatory ageηCies should cx・
Periment aclively wilh the variety of

means available undcr existing aut110r.
ity to reduce rule・making ossi丘Cati0Π.
Care should be laken with aⅡ experi、
ments to preserve adequate opporluni・
Iies for analysls and public participa・
110n.

Regulatory agencies should crea【e
a menu of procedures, ranging from
highly simple to more complcx, ca11ing
for various degrecs of public parliCゆa・
tion and comment, which may be sub、
ject to varying degrees orjudicial re・
View, and 、vhose legal s【atus mny also
Vnry. Agcncics could choosC 小C kind
Of procedu『e 【hey believe best nls t11e
type of policy problem at hand from
among 小e menu's options.

Inrorm congress of court lnter、
Pretanons. Mechanisms should be ex、
Plored lo keep appropriale congres・
Sional committees infomlcd of 山e in、

【crprC111tion made and a111biguilies
found by courts in the slaluleS 111at au-
thorize rule making

Ensure Early communication
Bct、Yeen Executive of罷Cc nnd Agen.
Cics. Execulive ofncc officials S110uld

Conlmunicalc less formnⅡy, earlier, and
morc directly wi111 agency ofnci111S. Thc
Currcnt proccss - ag引Icics subm託ling
rules l0 山C Execulivc ofnce,「0110wed

by an EXCCUⅡVe ofnce revie、v for com・

RISK 11e1υSle11ιr, Third Quarter 1993

Pliance wit11 Presidential policies
Can create an adversarial relationS11ip
between {he agencies and rhe vY'hite
House, sometimes resU16ng in delay
Increased informal consulratlon and

discussion earlicr iΠ小e rule、making
Process would prove beneficial and
Would likely lead to faster approval of
more effeclive regulations.

Bolster Tics 、V託h private orga.
nizations. The extensive capabilities of
nongovemmental organizations should
be used more frequen【1y lo evaluale lhe
rcgulalory p『ocess, S1唱gcs【、vnys lo
improve existing regula【ory strategies,
and aid federal agel】cies in establishing
re且Ulatory priorities. Nongovemm引1.
tal policy researdl organizalions should
establish slronger ties with scientists
and engineers in universities lo bolster
Iheircapaci6es to examine environmen、
Ia111nd bcalt11 risks issues

Edilor'S 110ιι: copie'T ιゾ 111e J'ep01'1
"Risk a,1d 111C ε11νh'0ノυπι111J h刀PI'ovi11g
RCSNlaloJ') bιCisi011 Uakh13" al'e

m,ailable/01'つ'ιe b),faλ'i11g 01' mailhlg a
1'eqliCぶ110111e c01'J1ιgie c0111"1iS占io/1,437
ハ,aιlison AI,C11"ι,271h FI001',1Ve",γ01・k,

Ⅳγ 10022,/αλ' r212) 754-4073, e、"1ail
Cα1'11egic@adl.11),ιι.cdN

F01' 11101'e hリ'01'111ali011 ah0111 1hc
1'CP01'1, C0111αCI /011alha/1 βe11ιlel',

Icleph011e イ212) 207-6336

Indust"al Risk course

Nearly 50 scienlisls and specialisls
from Russia, Aust『ia, Great Britain,
China, and Finland altendcd a seminar

On induslrial risk analysis in MOSCOW
in February, reports sRA member
Vilaly Eremenko.

Titled " organization, Methods.
and Means for Analysis of Rcgional
Sarety." the training course 圦,as org11・
nized by the MOSCOW 1Πlemational
Cenlre of Educalional systemS σCES)
and sRA・Europe.

Such courses are critical for Russia

because "1hc dcvclopmenl of lhe re,
quired scicntinc means and lools for
environmenlal risk assessme爪 and

managemenl has only just been inili・
aled in Russia," Eremenko staled in a

『epod to RISK 11e",SIC11er." 111is prob.
Iem is pa「1icularly urgenl for 小is coun・
try because of its serious cnvironmcnlal
Problems."

Held in MOSCOW

Leading specialisls 、vho made pre・
Sen1111ions at lhe scminar includc D. J.

Clifton, fonηCr manager of the project
Dcpa「1menl of AEA Teclm010gy; A.
Gheorgl】C,小e uniled Nalion's projcc{
Sccrctarial; Ercmenko,、vho is with
ICEs and is a m引れber of the sRA、

Europc Excculive commi【tcc; Jι川
Holmbcrg oflhe Research cen【re, Fi11・
Ia11d; and v. Gubanov, the chainTlan of
thc Emergency commiⅡee of 小e RUS・
Sia11 Minisliy or Alomic Energy.

TI】e scminar's lopics included t11e
Cxpcricnccs of org11nizations in cnrry・
in80川 risk nnalysis of Russian indus・
t『ial areas; risk managemcnt for 111「ge
i"duslrial complcxes and energy sys・
Iems; and safe【y manngcmcnt.

For mo『e inrormation, contact

Vilaly Ercm伽ko by 【elcphone a【(095)
196-9579, by rax (095) 924-6852, or e.
mai1 1mi@1nlis.kiae.SU.

、"

S月A・Japan Holds
6th Annualueeガng

"1nformed consent and Risk

Comm山lication" iS 小e theme of

SRA・Japan's sixth Annual Mcet、
ing and symposium, which wiⅡ be
held on November 25-26 at ule

Ofnces ofYasuda MariⅡme & Fires

Insurance Ltd. in s hin、Juku ,
Tokyo.

Three sessions are planned on
risk communication and decision

making, risk management and in・
Surance, and environmenlal audit.

For more inrormation, conlac{

Deputy president saburo lkeda,
InstilUιe of socio・Economic plan、

ning, university of Tsukuba,
Tsukuba,1baraki 305, Japan, tele、
Phone (298) 53-5380, fax (298) 55・
3849.
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3.6 第6 回研究発表会参加申込書

研究発表会(199 3年会)への参加申込を事務局あてにご返送下さい。

(締切:1 1月1 0 (水))

氏 名

所 属

連絡先

Te l

講演

論文集

研究発表会

懇親会(11月

会員

種別

新会員

必要部数

会員

準会員

第1日目

25日)

の

紹介先

( H 月25日)

賛助会員

部

子'ユ弐

第2日目(11月26日)

丸で囲んで下さい

ヘの

意見

ユメント

,

10
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参
種

加
別


